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武
蔵
野
文
学
館
　
五
年
の
あ
ゆ
み

藤
井　

真
理
子 

は
じ
め
に

早
い
も
の
で
、
二
〇
一
八
年
に
武
蔵
野
文
学
館
が
開
館
し
て
か
ら

今
年
で
五
周
年
を
迎
え
た
。
当
館
は
、
本
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
故
・

秋
山
駿
氏
、
そ
の
妻
法
子
氏
か
ら
、
故
人
の
蔵
書
と
共
に
寄
付
さ
れ

た
も
の
を
基
金
と
し
て
開
設
さ
れ
た
文
学
館
で
あ
る
。
紆
余
曲
折
が

あ
り
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
、
紅
雲
台
一
階
奥
の
部
屋

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
建
て
ら
れ
た
。
工
学
部
の
水
谷
俊
博
教
授

に
よ
り
設
計
さ
れ
た
〈
空
間
と
文
学
そ
れ
ぞ
れ
を
介
し
て
、
外
へ
と

広
が
り
つ
な
が
る
場
〉
で
あ
る
。

開
館
か
ら
五
年
の
間
に
は
様
々
な
事
が
あ
っ
た
が
、
年
月
と
共
に

い
つ
何
を
し
た
か
が
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
簡
単
に
で
は
あ
る

が
、
五
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
こ
に
武
蔵
野
文
学
館
が
開
館
し
て
か

ら
五
年
間
の
記
録
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

◆
二
〇
一
八
年
度

・�

四
月
二
十
二
日　
「
む
さ
し
野
文
学
館
竣
工
を
祝
う
会
」
開
催

→
竣
工
を
祝
う
会
は
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
内
覧
会
・
懇
親

会
の
二
部
制
で
実
施
さ
れ
た

→
開
館
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
館
長
で
あ
っ
た
三
田
誠
広
教

授
か
ら
設
立
の
経
緯
の
説
明

→
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
建
築
╳
文
学
〉
第
一
部
は
、
高
木
彬

氏
（
当
時
龍
谷
大
学
）
の
研
究
発
表
、
名
木
橋
忠
大
氏
（
当

時
中
央
大
学
）
に
よ
る
講
演
、
第
二
部
は
先
の
二
名
に
黒
井

千
次
氏
（
小
説
家
・
元
武
蔵
野
女
子
大
学
客
員
教
授
）、
水

谷
俊
博
教
授
（
工
学
部
、
む
さ
し
野
文
学
館
設
計
者
）
が
加

わ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
山
路
敦
史

氏
（
文
学
部
助
教
、
当
時
は
北
海
道
大
学
院
生
）
が
担
当
し
た

・�
十
一
月
十
一
日　

黒
井
千
次
氏
映
画
『
た
ま
ら
ん
坂
』（
小
谷

忠
典
監
督
）
試
写
会
開
催
（
中
央
区
銀
座
Ｔ
Ｃ
Ｃ
試
写
室
）

・�

十
二
月
二
十
二
日　
「
ワ
ク
ワ
ク
こ
と
ば
の
ひ
み
つ
き
ち
〜
in
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む
さ
し
野
文
学
館
」
開
催

→
む
さ
し
野
文
学
館
完
成
を
祝
し
、
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
紅
雲

台
を
利
用
し
た
、
文
学
部
を
中
心
と
す
る
有
志
団
体
に
よ
る

子
供
向
け
ブ
ッ
ク
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
（
代
表 

知
念
美
里
・

山
口
杏
菜
）

→
親
子
連
れ
百
二
十
七
名
が
参
加

→
入
場
料
と
募
金
の
計
一
万
四
四
五
四
円
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童

虐
待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
寄
付
し
た

・�

一
月
三
十
一
日
（
二
〇
一
九
年
）　
「
能
と
土
岐
善
麿
「
青
衣
の

女
人
」
を
観
る
」（
喜
多
能
楽
堂
）
開
催

→
階
段
壁
面
と
二
階
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
土
岐
善
麿
の
新
作

能
・
校
歌
展
示
も
併
せ
て
開
催

→
新
作
能
の
展
示
は
岩
城
賢
太
郎
准
教
授
が
担
当
、
校
歌
展
示

に
は
、
卒
業
生
か
ら
藤
井
真
理
子
・
丹
治
麻
里
子
・
井
上
悠

が
参
加
し
た

・�

二
月
二
十
八
日
（
二
〇
一
九
年
）　

映
画
『
た
ま
ら
ん
坂
』
完

成
披
露
試
写
会
開
催
（
新
宿
武
蔵
野
館
）

・�

三
月
三
十
日
（
二
〇
一
九
年
）　
「
む
さ
し
野
文
学
館 

館
報 

創

刊
準
備
号
」
発
行

「
む
さ
し
野
文
学
館
竣
工
を
祝
う
会
」
の
企
画
・
運
営
に
は
土
屋

忍
教
授
（
文
学
部
、
現
・
武
蔵
野
文
学
館
長
）、
中
島
し
の
、
小
亀
舞
、

深
澤
茜
（
当
時
本
学
職
員
）
が
担
当
し
た
。

「
能
と
土
岐
善
麿
」
は
、
文
化
庁
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
と

し
て
二
〇
一
六
〜
二
〇
二
〇
年
ま
で
開
催
さ
れ
た
。（
主
催
・
公
益
財

団
法
人
十
四
世
六
平
太
記
念
財
団
、
共
催
・
武
蔵
野
大
学
文
学
部
）

二
〇
一
八
年
四
月
に
完
成
し
た
「
む
さ
し
野
文
学
館
」
だ
が
、
現

在
と
違
い
、
当
初
は
そ
の
利
用
受
入
れ
は
学
内
の
教
育
研
究
に
限
定

し
て
お
り
、
一
般
学
生
向
け
の
開
放
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

◆
二
〇
一
九
年
度

・�

七
月　

映
画
『
た
ま
ら
ん
坂
』
が
マ
ル
セ
イ
ユ
国
際
映
画
祭
に

て
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
上
映

・�

十
二
月
二
十
三
日　

文
学
館
イ
ベ
ン
ト
「
文
学
╳
音
楽 

音
楽

ラ
イ
ブ
」
開
催

・�

十
二
月
二
十
四
日　

む
さ
し
野
文
学
館
サ
イ
ト 

プ
レ
オ
ー
プ

ン
・�

二
月
十
八
日
（
二
〇
二
〇
年
）　
「
能
と
土
岐
善
麿
「
秀
衡
」
を

観
る
」（
喜
多
能
楽
堂
）
開
催

→
階
段
壁
面
と
二
階
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
土
岐
善
麿
の
新
作

能
・
校
歌
展
示
も
併
せ
て
開
催

二
〇
一
九
年
度
に
入
り
、
月
・
水
の
十
～
十
五
時
で
、
学
内
向
け

に
一
般
開
放
、
予
約
制
で
外
部
に
向
け
た
開
館
を
開
始
。
当
時
の
受

付
に
は
、
映
画
『
ウ
ェ
ス
ト
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
主
演

の
菊
池
由
希
子
、映
画
『
た
ま
ら
ん
坂
』
主
演
の
渡
邊
雛
子
が
い
た
。
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開
館
と
並
行
し
て
、
秋
山
駿
氏
の
妻
で
あ
り
装
幀
家
で
あ
っ
た
秋

山
法
子
氏
の
、「
装
幀
目
録
作
成
」
の
作
業
を
行
う
。

そ
し
て
世
界
中
で
猛
威
を
奮
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
日

本
に
到
来
し
始
め
た
の
も
、
二
〇
二
〇
年
で
あ
っ
た
。

◆
二
〇
二
〇
年
度

・�

五
月　
「
む
さ
し
野
文
学
館
」
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
開
設

・�

十
月
一
日　
「
む
さ
し
野
文
学
館
」
グ
ッ
ド
・
デ
ザ
イ
ン
賞
を

受
賞

二
〇
二
〇
年
三
月
に
「
秋
山
法
子
装
幀
目
録
」
は
完
成
、
同
年
五

月
、
新
し
く
開
設
さ
れ
た
「
む
さ
し
野
文
学
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
」
に

掲
載
さ
れ
た
。

二
〇
二
〇
年
の
四
月
は
日
本
に
お
い
て
も
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

発
令
さ
れ
、
活
動
は
主
に
自
宅
で
出
来
る
作
業
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

文
学
館
の
開
館
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

予
約
時
の
み
開
館
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
入
学
し
た
学

部
生
は
、
一
・
二
年
の
授
業
の
大
半
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
、
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
に
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三
年
生
に
な
っ
て
か

ら
、
と
い
う
者
が
大
半
で
あ
っ
た
。

十
月
頃
よ
り
、
武
蔵
野
大
学
小
平
寮
一
階
「
大
河
内
文
庫
」
の
目

録
作
成
を
開
始
。
作
業
は
、
藤
井
真
理
子
（
武
蔵
文
学
館
客
員
研
究

員
）、
加
地
花
百
（
大
学
院
生
）、
途
中
か
ら
小
島
直
也
（
卒
業
生
）

が
担
当
し
た
（
二
〇
二
二
年
四
月
頃
ま
で
作
業
、
目
録
完
成
）

※�

「
大
河
内
文
庫
」
と
は
、元
武
蔵
野
女
子
大
学
学
長
で
あ
っ
た
故
・

大
河
内
昭
爾
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
（
一
万
三
九
〇
〇
件
）
の

こ
と

◆
二
〇
二
一
年
度

・�

十
二
月
一
日　

映
画
『
た
ま
ら
ん
坂
』
が
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー

ズ
映
画
祭
で
最
優
秀
撮
影
賞
を
受
賞

・�

十
二
月
二
日　

大
河
内
家
を
訪
問

大
河
内
家
訪
問
時
に
、
大
河
内
昭
爾
氏
の
元
・
秘
書
の
斧
田
さ
ん
、

妻
で
あ
る
わ
か
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
。
ま
た
そ
の
際
、
大
河
内
家

か
ら
、
記
事
等
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
写
真
類
を
お
預
か
り
す
る
。

二
〇
二
〇
年
二
月
～
二
〇
二
二
年
六
月
迄
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
予
約
時
の
み
開
館
す
る
状
態
が
続
く
。

◆
二
〇
二
二
年
度

・�

四
～
七
月　
「
大
河
内
資
料
」
の
目
録
作
成
、
文
学
館
内
の
整

理
、
開
館
再
開
に
向
け
た
準
備
を
行
う

・�
四
月
～　

む
さ
し
野
文
学
館
Ｈ
Ｐ
、
蔵
書
検
索
の
登
録
用
の
作

業
を
学
部
生
四
名
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
る
（
文
学
部
・
竹
内

祐
紀
、
柳
澤
佳
乃
、
野
田
真
友
子
、
村
井
紗
弥
）

・�

七
月　

む
さ
し
野
文
学
館
開
館
を
再
開
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・�
八
月
二
十
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
百
十
八
名
が
来
館

・�
九
月　

夏
休
み
開
け
か
ら
本
格
的
に
開
館
を
再
開
（
月
・
水
・

金 
十
～
十
七
時
）

・�

小
企
画
展
示
「
秋
山
駿
」
展
開
催
（
会
期 

二
〇
二
二
年
十
月

三
十
一
日
（
月
）
～
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
四
日
（
火
））

・�

十
月
八
～
九
日　

摩
耶
祭
に
て
、
見
学
希
望
者
の
受
け
入
れ

・�

十
一
月　
「
む
さ
し
野
文
学
館
」
のInstagram

・Tw
itter

（
現
・

Ｘ
）
の
再
稼
働
開
始

・�

十
二
月　
『
緊
急
文
学
宣
言　

―
む
さ
し
の
学
生
小
説
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
集
』
新
潮
社
（
武
蔵
野
文
学
館
編
）
発
行

・�

三
月
（
二
〇
二
三
年
）　
「
武
蔵
野
に
酔
う
」
発
行
（
四
月
か
ら

の
企
画
展
示
「
武
蔵
野
に
ま
た
迷
う
」
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
）

武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
学
生
が
戻
り
、
七
月
よ
り
試
験
的
に
開

館
を
再
開
。
受
付
は
、藤
井
、小
島
、新
し
く
入
っ
た
黒
澤
雄
大
（
卒

業
生
）
が
交
代
で
担
当
し
た
。

ま
た
、
紅
雲
台
一
階
ホ
ー
ル
の
活
用
方
法
を
検
討
、
文
学
館
で
昔

作
成
し
た
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
、
小
企
画
展
示
「
秋
山
駿
」
展
を
開

催
し
た
。

並
行
し
て
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
頃
よ
り
、
来
年
度
に
向
け
た
企

画
展
示
と
そ
れ
に
伴
う
宣
伝
活
動
の
企
画
・
準
備
を
始
め
る
。
展
示

の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
「
武
蔵
野
に
酔
う
」
の
作
成
に
あ
た
り
、
学
部
生
三

名
（
文
学
部
の
森
貞
茜
、
伊
藤
遥
香
、
大
石
歩
果
）
が
参
加
。

ま
た
、様
々
な
人
に
よ
る
発
表
の
場
と
し
て
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト「
武

蔵
野
歳
時
記
」
が
完
成
。
学
生
に
よ
り
、
不
定
期
更
新
さ
れ
る
。

◆
二
〇
二
三
年
度

・�

四
月　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
武
蔵
野
歳
時
記
」
が
開
設

・�

企
画
展
示
「
武
蔵
野
に
ま
た
迷
う
」
を
開
催
（
会
期 

四
月
十
七

日
（
月
）
～
八
月
四
日
（
金
））（
紅
雲
台
一
階
）

→
延
べ
、
百
名
以
上
が
観
覧

・�

四
月
十
九
日　

水
谷
俊
博
教
授
が
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞

・�

六
月
十
八
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
百
三
名
が
来
館　

・�

七
月　

初
め
て
新
規
ス
タ
ッ
フ
募
集
を
公
募
に
て
行
う

・�

八
月
十
九
日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
二
百
名
が
来
館

→
併
せ
て
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
大
学
発
の
ラ
ジ
オ
「
イ
ド

バ
タ
コ
ウ
ギ
」
公
開
収
録
が
行
わ
れ
、
ゲ
ス
ト
に
文
学
部
町

田
康
特
任
教
授
が
出
演
。
文
学
館
で
も
紅
雲
台
一
階
に
て
、

町
田
康
コ
ー
ナ
ー
を
特
設
し
た

・�

九
月
九
日　
「
水
谷
先
生
祝
賀
会
兼
む
さ
し
野
文
学
館
五
周
年

を
祝
う
会
」
開
催
（
紅
雲
台
一
階
）

・�
企
画
展
示
「
土
岐
善
麿
展　

―
武
蔵
野
に
始
ま
り
、
武
蔵
野

に
終
わ
る
―
」
開
催
（
会
期 

九
月
二
十
五
日
（
月
）
〜
一
月

二
十
四
日
（
水
））（
紅
雲
台
一
階
）
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二
〇
〇
九
年
の
夏
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
現
在
は
無
く
な
っ

た
「
武
蔵
野
校
舎
」
に
あ
っ
た
「
武
蔵
野
文
学
館
準
備
室
」
と
い
う

場
所
で
、月
に
一
度
集
ま
り
報
告
会
を
行
っ
て
い
た
。「
秋
山
駿
」「
黒

井
千
次
」「
土
岐
善
麿
」
と
い
う
、武
蔵
野
女
子
大
学
で
教
壇
に
立
っ

た
三
名
を
中
心
に
、
チ
ー
ム
ご
と
に
分
か
れ
て
、
各
先
生
方
の
業
績

を
調
査
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
著
作
目
録
と
著
者
年
譜
の
作
成

か
ら
地
道
に
始
め
、
雑
誌
記
事
や
書
誌
情
報
の
確
認
の
為
、
国
会
図

書
館
を
始
め
と
し
て
各
所
に
足
を
運
ん
だ
。

こ
の
三
名
の
中
で
も
「
土
岐
善
麿
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
偶
然
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
友
人
だ
っ
た
深
澤
希
望
さ
ん
が

先
に
い
た
こ
と
、
他
チ
ー
ム
と
比
べ
て
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
等
が

理
由
で
あ
る
。
勉
強
不
足
で
恥
ず
か
し
い
事
だ
が
、
武
蔵
野
大
学
の

大
学
院
を
卒
業
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
は
こ
の
時
ま
で
土
岐
善
麿

を
知
ら
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
十
五
年
経
つ
。
あ
の
時
深
く
考
え
ず
に
土
岐
善
麿
チ
ー

ム
を
選
択
し
た
私
は
、
十
五
年
後
も
自
分
が
土
岐
善
麿
の
研
究
を
続

け
て
い
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
二
度
の
出
産
を
挟
ん
で
い

る
為
、
絶
え
間
な
く
研
究
を
続
け
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ
ん
な

に
長
く
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
偶
然
が
重
な
っ

た
出
会
い
だ
っ
た
が
、
土
岐
善
麿
と
い
う
豊
か
な
教
養
と
好
奇
心
を

持
ち
、
生
涯
を
「
文
学
に
遊
ん
だ
」
人
物
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
私

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
開
館
を
再
開
し
て
か
ら
、
様
々
な
方

・�

十
月
七
〜
八
日　

む
さ
し
野
文
学
館
と
し
て
、
初
め
て
摩
耶
祭

に
参
加
（
紅
雲
台
一
階
）

→
古
本
市
を
開
催
。
覆
面
本
、
文
庫
ガ
チ
ャ
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
・

栞
の
販
売
等
を
行
う

→
本
に
関
し
て
は
、
一
冊
を
残
し
て
完
売

→
二
日
間
で
約
四
～
五
百
名
が
来
館
し
た

・�

十
二
月　

新
規
ス
タ
ッ
フ
募
集
再
開

新
年
度
に
な
り
開
館
を
維
持
す
る
為
、
四
月
か
ら
木
村
陽
香
（
大

学
院
生
）
が
受
付
に
入
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
手
伝
い
か
ら
始
ま
り
、
夏
頃
よ
り
学
部
生
二
名
（
文
学
部
の

内
田
恵
美
莉
・
小
瀬
ゆ
か
り
）
が
文
学
館
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

摩
耶
祭
へ
の
参
加
と
そ
の
準
備
の
為
、
初
め
て
新
規
ス
タ
ッ
フ
募

集
を
公
募
で
行
う
。
工
学
部
か
ら
横
山
隼
汰
、
経
営
学
部
か
ら
福
本

わ
か
ば
の
採
用
が
決
ま
る
。

十
二
月
、
今
年
度
で
卒
業
す
る
四
年
生
が
多
数
い
る
為
、
人
員
補

充
の
為
再
度
ス
タ
ッ
フ
募
集
を
行
い
、
学
部
生
三
名
（
文
学
部
の
野

田
愛
、
石
原
愛
美
、
荻
原
天
音
）
の
採
用
が
決
ま
る
。

初
め
て
、
武
蔵
野
文
学
館
の
総
来
館
者
数
が
千
名
を
超
え
る
。

◆
振
り
返
り
と
、
今
後
に
向
け
て

私
が
武
蔵
野
文
学
館
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
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年
以
上
に
渡
る
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
記
し
て
お
き

た
い
。

学
部
生
・
院
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
と
、
色
々
な
立
場
の
方
の
尽

力
が
あ
り
、
現
在
が
あ
る
。

そ
れ
は
今
後
も
そ
う
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
活
動
し
て
い
る
文

学
館
ス
タ
ッ
フ
が
持
つ
、
興
味
と
好
奇
心
、
文
学
と
研
究
へ
の
熱
意

が
、
文
学
館
を
形
作
る
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
開
館
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に

「
土
岐
善
麿
展
」
を
開
催
で
き
た
事
は
と
て
も
喜
ば
し
か
っ
た
。
土

岐
善
麿
の
業
績
は
多
岐
に
渡
り
、
ま
だ
や
れ
る
事
は
多
く
残
っ
て
い

る
。
生
涯
を
「
文
学
に
遊
ん
だ
」
土
岐
善
麿
に
負
け
ぬ
よ
う
、
今
後

も
研
究
を
続
け
、
文
学
に
遊
び
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

達
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
評
論
家
・
秋
山
駿
に
興
味
を
持
っ
た
男

性
、
母
校
の
校
歌
作
詞
が
土
岐
善
麿
だ
っ
た
の
で
興
味
を
持
っ
た
と

い
う
女
子
中
学
生
や
地
域
住
民
の
方
。
足
立
区
か
ら
土
岐
善
麿
の
校

歌
を
調
べ
に
、
小
学
生
の
男
の
子
が
ご
両
親
と
来
館
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
他
に
「
文
学
館
」
が
好
き
で
来
て
み
た
と
い
う
方
、
様
々

で
あ
る
。

学
内
に
お
い
て
は
、「
開
い
て
い
た
の
で
来
て
み
ま
し
た
！
」
と

い
う
学
生
や
教
職
員
の
方
も
多
く
、
武
蔵
野
文
学
館
の
開
館
時
間
に

つ
い
て
周
知
の
不
足
を
痛
感
す
る
一
方
で
、
定
期
的
に
開
館
し
て
い

る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
を
認
知
す
る
方
が
学
内
外
で
増
え
て
行
っ
て

い
る
事
を
実
感
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
武
蔵
野
文
学
館
が
二
〇
一
八
年
に
開
館
し
て
か
ら
五
年

の
記
録
で
あ
る
。
だ
が
実
は
、
武
蔵
野
文
学
館
は
、
場
所
を
得
て
形

に
な
る
ま
で
十
年
以
上
の
歳
月
を
要
し
た
事
も
併
せ
て
記
録
し
て
お

き
た
い
。
水
谷
教
授
の
設
計
に
よ
り
、
来
館
し
た
方
々
に
「
素
敵
な

場
所
」
だ
と
口
々
に
褒
め
て
頂
け
る
よ
う
な
場
所
を
得
ら
れ
た
事
は

純
粋
に
喜
ば
し
い
。
一
方
で
、
私
に
と
っ
て
「
武
蔵
野
文
学
館
」
と

は
「
場
所
」
や
「
物
」
で
は
な
く
「
人
」
で
あ
る
。

予
算
も
ほ
ぼ
付
か
な
い
初
期
の
頃
、
何
か
出
来
る
こ
と
は
無
い
の

か
と
、
諦
め
ず
に
行
動
し
模
索
し
続
け
た
歴
代
の
文
学
館
ス
タ
ッ
フ

が
お
り
、
細
い
な
が
ら
も
そ
の
活
動
が
途
切
れ
ず
繋
が
っ
て
い
っ
た

事
、
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
「
武
蔵
野
文
学
館
」
を
創
っ
た
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
表
向
き
に
は
「
開
館
五
周
年
」
だ
が
、
そ
の
前
に
十


